
新天皇即位と元号改元に際しての私たちの信仰的表明 

 

 日本バプテスト連盟理事会は、日本国憲法に定められた主権在民と政教分離を重視する

立場から、新天皇即位に伴う「即位の礼」「大嘗祭」などの関連諸行事が、神道儀礼として

行われ、国民に祝意を強要する形で行われることに対し強く反対を表明します。また元号

改元が「天皇の在位する期間に従って、ものごとを考えるように促す」ことの強化につな

がることを危惧し、市民生活の中で元号使用がいかなる形でも強要されることのないよう

強く要望します。 

 日本バプテスト連盟は、１９９０年１１月、現天皇即位に際して行われた「即位の礼」

と「大嘗祭」においてもその問題点を指摘し反対を表明しました。「即位の礼」は天皇が天

照大神の玉座とされる高御座に立ち、主権者の代表である三権の長を見下ろす形で即位を

宣言するものです。また「大嘗祭」は天皇がその「神」的権威を継承するための神道儀礼

にほかなりません。いずれも、日本国憲法が大切にする主権在民をないがしろにし、政教

分離原則に違反するものであり、それらの行事に国民の税金が使われることは、「公の財産

等の宗教用途提供の制限」（憲法８９条）に違反するものです。 

 先般、国会はその決議により新天皇即位に伴う「祝日」を設けましたが、その趣旨は「天

皇の即位に際し、国民こぞって祝意を表するため」（内閣府）と説明されています。しかし、

上記に指摘したように主権在民を軽視し、政教分離原則に違反して多額の国費をもって行

われる一連の行事に懸念や反対を表明することは主権者である国民一人ひとりの自由の権

利であり、何人も「祝意」を強要することはできません。しかるに今、新天皇即位、それ

に伴う元号改元に際し、政府、経済界、マスコミなどが一体となって国民に「祝意」を強

要し、元号使用を推奨しようとしていることに、私たちは強い危惧を覚えるものです。 

日本バプテスト連盟はその信仰宣言（１９７９年）において「国家は救いに招かれてい

る全ての人間の尊厳を守るべきであるが、決して良心の主となることはできない。良心の

主は神のみである。信仰による良心の自由および政教分離の原則を主張する。教会は国家

に対して常に目を注ぎ、このために祈り、神のみ旨に反しない限りこれに従う」と表明し

ているように、神でない者が「神格化」され「絶対化」されて人びとの良心を支配しよう

とする動きに反対してきました。１９６６年に「紀元節」神話に基づいて２月１１日が「建

国記念の日」に定められた際には、同日を「信教の自由を守る日」として覚え、「連盟事務

所は休日とせず、通常の業務を行う」ことを決めました。また「元号法制化」（１９７９年）

に際しては「日本バプテスト連盟事務所は元号を使用しない」旨の表明をしてきました。

そして、このたびの「天皇即位の日（５月１日）」と「即位礼正殿の儀が行われる日（１０

月２２日）」についても「連盟事務所は休日とせず、通常の業務を行う」こととしました。

これからも私たちは、神に愛され創造されたすべての人間の尊厳が守られることを祈り願

い、国家に対して常に目を注ぎ、執り成し祈り、行動していきます。 
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